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（

（

）

）

チャレンジ補助金等を通じて継続的に地域主体の地域づくりを支援していき、取組のプロセス・ノウハウを相互に学び合
う機会を創出するなどし、市街地間の交流を促進させていく。また、コンペ等を通じて外部の専門的知識・経験を取り入
れるなど、多様な主体がまちづくりに参画する体制づくりを進める。加えて、旧小田小学校の地域主体の利活用をスター
トさせながら地域コミュニティの醸成や来訪者がまちを周遊し地域経済へ貢献するためのスキームを検討していく。

・各協議会が、その取組をPR・情報発信していくスキル・ノ
　ウハウを会得する必要がある。
・各協議会が持続可能な地域づくりに必要な自己資金、マン
　パワー等の獲得及びマネジメント方法を会得する必要があ
　る。

・周辺市街地の現状把握・課題抽出
・周辺市街地振興策の検討
・周辺市街地振興策の展開
・地域の自立に向けた支援・調整
・地域と多様な主体との共創に向けた支援・調整
・周辺市街地の魅力強化・発信

・各協議会がチャレンジ補助金を活用するなどして、地域主
　体のまちづくりの取組を進めることができた。
・コンペの開催を通じて外部活力の呼び込みと協働に成功し
　た。
・学校跡地地域活用支援においては、運営主体が決定し、運
　営開始に向けた組織体制等が整った。

・地域主体の自立型マネジメントの実現に向けて以下の各種
　支援等を総合的に展開
・周辺市街地まちづくり勉強会等を通じた地域共創プラット
　フォーム運営
・つくばR8地域活性化プランコンペティション開催
・周辺市街地活性化チャレンジ補助事業
・学校跡地（旧小田小学校）地域活用支援
・市街地カルテの更新・充実化
・周辺市街地の魅力発信、PR　等

・地域共創プラットフォーム(周辺市街地活性化協議会)の設
　立を進め、7市街地で協議会を認定し、周辺市街地活性化
　チャレンジ補助金を活用した取組を支援した。
・つくばR8地域活性化プランコンペティショを開催し、47件
　の応募から4件を採択し、採択プランの実現を支援した。
・学校跡地地域活用支援においては、改修工事が完了し、R2
　年度の運営開始に向けて運営方法の検討支援や試行的イベ
　ントを行った。
・市街地カルテに、各市街地での活動を追記した。

継続

周辺市街地振興事業

一部委託

01-080401-24 周辺市街地振興に要する経費
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         0.0

         0.0

         0.0
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         0.0

         0.0
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        16.0

         0.0

        26.0

         0.0

         0.0

         0.0

平成29年度～

　自立的・持続的な周辺市街地の活性化

持続的かつ自立的な地域づくりを実現していくためには、地域プレイヤーの意識を高め、地域が自らマネジ
メントすることが重要であることから、その基盤となるプラットフォーム（勉強会等）の開催回数を設定

地域共創プラットフォーム（勉強会等を含む）の開催回数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         8.0

         0.0

        12.0

         0.0

        16.0

         0.0

任意的事務

□

□

□

□

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証
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活動指標

都市計画部周辺市街地振興室

回
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訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

      24,884       54,039

維持

5

5

2

2

十分に高く、今後も増加が見込まれる。

当初の計画を上回る進捗で事業を実施することができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         2.00          2.00

       437.00        903.75

無 無

      15,199       15,791
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         0.0
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R02年度

R02年度
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         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

次年度以降、事務事業が3つに分割される。
事業内容自体は継続して実施する。

       4,320       15,828            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

       5,365       22,420            0            0

       9,685       38,248            0            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度


